






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































研 修 会 報 告 ①
それによって本生徒の自死を食い止める手立ての一つ
になり得た。」と書かれていた。
　学校側は当然、三女の異変に気付いていたはずで
あった。
　「学校は知っていたんだったら、教えて欲しい。教
えてくれていたら、何らかの形で対応ができたし、娘
は今も生きていたと信じています。『親と情報を共有
する』、たったこれだけのことで、防げたはずの死な
んですよ。これが、今日皆さんに一番伝えたいことな
んです」。
　様々な学校事故がある。いずれも、子どもたちは教
師に対して大きな警鐘を鳴らしながら、命を失ってい
る。体に怪我をしたら、先生たちは保健室に連れて行く、
病院に連れて行く、親に連絡する、などの迅速な対応
を取るはずだ。Mさんは、次の言葉で講演を結んだ。
　「いつもの友達と一緒にいなくてぽつんとしている、
提出の用紙が破れている、いつもと違った様子で元気
がない、泣いている、このような心理的な兆表行動を
捉えたら、異変と気づいて、対処してあげてほしいん
です。体からは血を流していないんですけど、心から
は血を流しているはずなんです。体の異変と同じよう
に、病院に連れて行くレベルなんです。保健室に連れ
て行く、親に連絡する、そういった対応をして欲しい
です。そして、先生一人で抱え込まず、学年や学校全
体で共有して欲しいです。…皆で情報を共有して、「ど
うにか助けてあげようよ」っていう、そういった姿勢
を見せてあげれば、亡くなった被害者の子どもたちの
心も救えると思うんですね」。
• 今日、この話をきかせて頂いて、クラス内の異変に
一番初めに気付けるのは担任の先生なんだと改めて
実感しました。また、早くに気付いても何か行動に
移さなければ何の解決にもならないし、むしろ状況
を悪化させるだけなんだと思いました。
• 話を聞いて、すごく心を打たれ、目に涙があふれま
した。なぜ周りはいじめを見ていたのに、何もして
あげなかったのか。学校はなんで何もしてくれない
のか。絶対私は許したくない。見ていれば、いつも
と違うことなんか分かるはずだし、何でその時に声
を掛けなかったのか。私は、1人でも命を救えるよ
うに、助けてあげたいと思いました。
• いじめ問題は決して消えない。私たちはいじめに対
な形になりました」。
　とにかく「娘に何があったのか知りたい」Mさんた
ち家族。学校側に何度調査、説明を促しても一向に何
もしてくれない。悲しみのまったく癒えない苦しい中、
4月23日に、Mさんは意を決して校長室を訪れた。何
があったのか調べて欲しいと懇願するMさんに対し、
教頭は「（いじめの）証拠がないと調べられない」と、
冷たく言い放った。そして生徒指導の教諭は、Mさん
と一時間ほど話した挙句、「いじめられる側にも原因
があったんじゃないですか。娘さんにも原因があった
んじゃないですか」と言ったのだという。当然、Mさ
んは愕然としつつも、ぼんやりと「いじめって、分かっ
てるんやなあ」と思ったという。
　学校は、一人の生徒の命を何だと思っているのか。
途方に暮れるMさんを、部活の顧問の先生が訪ねて来
た。そして意を決して「実は」と、部活での三女の様
子を話してくれたのだという。
　「部活で一人でぽつんとしていた。一人でお茶を飲
んでいた。口数が少なくなった。人としゃべらなくなっ
た。『本当は、あの亡くなった日の夕方に、お母さん
に電話しようと思ってたんや。』そう言われました。そ
こまで言って下さったんですね。で、週に1回、2回
でしたが、長いときは2時間、3時間、家族の話をずーっ
と聞いて下さいました」。
　この教諭は何度も話をしに家を訪れてくれ、徐々に
家族と心を通わせ始めていた。Mさんは「ああ、ちょっ
と人を信じていいかな。こんな先生もいてるんや」と、
救われた気持ちになったという。しかし、その教諭は、
次の年から違う学校に異動させられ、強制的に関係が
断たれてしまう。Mさんは、「これが教育委員会のや
り方なんや。本当のことを言ったら、こういうことを
されるんや」と、ただただ悲しかったという。
　調査委員会も、市が委員を恣意的に選定した。納得
のいかなかったMさんは一切の協力を断り、様々な原
因が重なったことで、調査は行き詰まった。その後、
Mさんも納得できる調査委員会が再設置され、提出さ
れた調査報告書には、「仲間外し、無視、嫌なことを
言われるなどが断続的に行われ、対面の言葉や行為だ
けでなく、Lineを使う方法もされており、これらによっ
て『心身の苦痛を感じていた』とされ、相当程度の心
理的苦痛を与えられていたことが優に認められる。そ
して、学校はいじめの継続を放置し本生徒の孤立感を
深め、教師の誰一人として向き合って話し合おうとし
なかった。そして、それを母親に連絡、報告すべきで、
参加者の感想
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して正面から向き合わなければならない。今の教員
にはいじめや体罰をみて見ぬふりをする者がいる。
私は先ず、いじめをなくすのではなく、見て見ぬふ
りをする教員をなくすべきだと考える。まずは教員
から変えなければ生徒も変わらない。いじめをなく
すと言っている教員はあまり信用できない。まずは
自分を見つめ直せと思いながら、そのような教員を
見ている。私は先ず、生徒と積極的に接し、生徒た
ちが話しやすい環境を作りたい。見て見ぬフリをす
る教員ではなく、生徒たちと正面から向き合い、生
徒との信頼を深めたい。そのために大学生活をしっ
かりと送り、立派な教員を目指す。
• 今回は貴重なお話をありがとうございました。正直
このような話を聞く機会は数少ないので、いじめに
ついて深く考えるきっかけとなることができまし
た。いじめの悲惨さというものを今日改めて実感し
ました。
• 学校の対応があまりにひどすぎて怒りが込み上げて
きました。最近も学校や教育委員会の隠ぺいについ
ての問題のニュースを耳にします。尊い命が奪われ
ているにも関わらず学校側の対応には驚きを隠せま
せん。今もなおこのような問題が完全にないとは言
えません。自分に何ができるのか、大学生活4年間
で多くの知識を得て、このようなことが二度と起こ
らないような後押しをしたいと強く思いました。
• “いじめ”は絶対に見落としません。一瞬一瞬の生徒
一人一人の表情をしっかり見て、少しでもあれ？っ
て思ったら絶対声を掛けます。絶対に。心と体と救
護できる教員になります。大変、とか、時間が～と
かの言い訳ではなくて、その一瞬に向き合います。
本当に多くの学びがありました。今現在の教員生活
で絶対に忘れません。
（報告：南部さおり）
